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八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�有限会社　日沼リサイクルセンター�

精度の高い分別・選別を目指す日沼正次さん�

分別・選別を徹底し�
価値を高めたい�

　
「
ご
み
の
分
別
・
選
別
を

徹
底
し
、
よ
り
価
値
を
高
め

た
い
。
」�

　
こ
う
話
す
の
は
、
有
限
会

社
日
沼
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
代
表
取
締
役
、
日
沼
正

次
さ
ん
（
沼
田
）
。�

　
平
成
６
年
、
「
峰
浜
自
動

車
解
体
」
か
ら
現
在
の
社
名

に
変
更
。
秋
田
県
廃
棄
物
再

生
事
業
者
に
登
録
し
、
缶
の

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ス
ク
ラ
ッ

プ
業
や
、
ご
み
収
集
業
務
委

託
を
町
か
ら
請
け
負
っ
て
い

ま
す
。�

　
回
収
し
た
缶
、
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
資
源
ご
み
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
同
社
で

し
っ
か
り
分
別
さ
れ
ま
す
。
ア
ル

ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
選
別
は
、

磁
石
の
性
質
を
利
用
し
た
自
動
磁

選
別
付
プ
レ
ス
機
で
行
い
ま
す
。

こ
の
時
、
作
業
員
が
横
に
つ
き
、

缶
の
中
に
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
入
っ

て
い
る
場
合
は
取
り
除
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
丁
寧
な
作
業
を
す
る

こ
と
で
、
よ
り
純
度
の
高
い
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。�

　
こ
こ
で
働
く
従
業
員
は
合
計
６

名
で
、
障
が
い
者
も
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
八
木
也
さ
ん（
能
代
市
）

は
９
年
ほ
ど
勤
め
て
お
り
、
ご
み

の
収
集
や
分
別
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
心
掛
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
「
手
早
く
、
正
確
に
分
別
す
る

こ
と
で
商
品
価
値
を
下
げ
な
い
こ

と
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
社
で
は
、
や
る
気

や
忍
耐
力
の
あ
る
方
の
募
集
も
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
最
後
に
日
沼
さ
ん
に
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
分

別
・
選
別
を
徹
底
す
る
こ
と
は
、

言
う
の
は
簡
単
で
す
が
実
行
す
る

の
は
難
し
い
。
根
気
強
く
、
忍
耐

を
も
っ
て
実
行
し
、
価
値
の
あ
る

商
品
に
し
て
き
た
か
ら
生
き
残
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。�
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　バスケットボール協会は、町内在住・出身者の32名の会員で構成されてい

ます。平成18年に旧八森町と旧峰浜村の協会が合併して誕生しました。�

　20～60代の会員が在籍しており、毎週木曜日、午後７時30分から２時間ほ

ど八森体育館（旧八森中）で練習しています。年間６つの大会に出場し、特に

力を入れているのは、秋田県郡市対抗バスケットボール大会。郡予選を勝ち上

がり、この大会で優勝することが目標です。年齢や経験は問いませんので、バ

スケットをしたい方はぜひ八森体育館へ！�

潮
風
を
背
に
疾
走
し
ま
し
た
�

八
峰
町
シ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
�優勝目指して走りました�

目当てのグルメを求め歩き回る来場者�

社
会
福
祉
協
議
会
が
引
越
し�

　
　
　
　
旧
八
森
中
で
業
務
を
開
始�

業務開始式であいさつする森田会長�

　
10
月
10
日
、
第
11
回
八
峰
町
シ
ー
サ
イ
ド

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
、
中
浜
海
岸
道
路
で
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
爽
や
か
に
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）�

親
子
の
部
　
　
　
１
位
　
櫻
田
公
男
・
旺
希�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
紀
本
大
輔
・
心
菜�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
中
野
秀
人
・
晴
陽�

小
学
男
子
の
部
　
１
位
　
石
山
　
成
央�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
大
高
　
有
生�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
山
本
　
レ
オ�

小
学
女
子
の
部
　
１
位
　
日
沼
　
怜�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
斉
藤
　
美
咲�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
八
代
　
奈
柚�

中
学
男
子
の
部
　
１
位
　
柴
田
　
立
己�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
須
藤
　
友
紀�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
堀
江
　
心
結�

中
学
女
子
の
部
　
１
位
　
藤
田
　
真
央�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
斉
藤
　
心�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
川
尻
　
陽
菜�

一
般
男
子
の
部
　
１
位
　
山
崎
　
正
保�

　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
斉
藤
　
弘
泰�

　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
須
藤
　
純
樹�

一
般
女
子
の
部
　
１
位
　
松
岡
　
る
み
子�

各
地
の
グ
ル
メ
が
ず
ら
り�

　
は
っ
ぽ
う
〝
ん
め
も
の
〞
ま
つ
り�

　
10
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

10
回
目
と
な
る
「
は
っ
ぽ
う
〝
ん
め
も
の
〞

ま
つ
り
」
が
ポ
ン
ポ
コ
山
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
８
日
は
雨
、
９
日
は
強
風
と
、
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
目
当
て
の

グ
ル
メ
を
求
め
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
県
内
や
東
北
各
地
か

ら
33
団
体
が
参
加
し
、
石
川
そ
ば
や
大
湊
海

軍
コ
ロ
ッ
ケ
、
山
形
い
も
煮
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
並
び
ま
し
た
。
八
峰
中
学
校
の
生
徒
も
、

自
ら
考
案
し
た
お
に
ぎ
り
な
ど
を
販
売
し
、

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
、
八
峰

町
の
特
産
品
を
使
っ
た
高
校
生
ク
ッ
キ
ン
グ

バ
ト
ル
で
は
、
能
代
松
陽
高
校
と
秋
田
北
鷹

高
校
の
生
徒
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。�

　
10
月
３
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
森
田

新
一
郎
会
長
）
が
、
新
事
務
所
で
の
業
務
開

始
式
を
行
い
ま
し
た
。�

　
同
協
議
会
は
、
中
学
校
が
統
合
し
た
こ
と

で
空
き
校
舎
と
な
っ
て
い
た
旧
八
森
中
を
改

修
。
業
務
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
八
森
地
区
と
峰
浜
地
区
の
２
カ
所
に
あ

っ
た
事
務
所
を
１
カ
所
に
集
約
し
ま
し
た
。�

こ
の
日
は
、
同
協
議
会
役
員
と
職
員
が
業
務

開
始
式
に
参
加
。
森
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
が

終
わ
る
と
、
役
員
は
新
し
く
な
っ
た
事
務
所

を
見
て
回
り
ま
し
た
。�

　
新
事
務
所
に
は
、
同
協
議
会
の
ほ
か
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
も
入
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
電
話
番
号
は
、
広
報
は
っ
ぽ
う

10
月
号
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�


